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「記シリーズ2000-3」制作ノート
“Ki”Series, 2000-3 ( Oil Painting) 
野崎嘉男
Yoshio NOZAKI 
平成13年3月
March, 2C81 
三次元の奥行きを二次元の画面に表現するという遠近法がルネッサンスに発明されて以来、
私たちは長い閉その方法を使ってきたし、慣れすぎてもきた。しかし、現代科学技術の発達に
ともなう合理主義は従来の造形芸術の空間をまったく変えてしまった。つまり、見えるままで
ない空聞が生まれたのである。 1958年頃からそのような空間表現の仕事に方向を向けた私は試
行錯誤の繰り返しを続け、現在に至っている。今回の「記シリーズ2000-3」もその延長線上
にある。
私の場合、制作スタイルは長くて10年から短くて l年の「シリーズ」ものにしてきたので、
シリーズごとに表現形態は随分と変化してきた。 1958年から1968年まで「土の中」、 1969年か
ら1975年まで「のどちんこ」、 1975年から1978年まで「窓J、1978年から1979年まで 「封」、 197
9年から1985年まで「連」、1985年から1990年まで「対J、1990年から1997年まで「印」、1997
年から現在の「記」までの約42年間にわたり、空間表現について思考し制作してきた。
「記」シリーズは規則的に並列した単純な正方形や半円方形内に、記号を連想させる様々な
形態のドローイングを刻みこみ、即興的なイメージの記録を埋め込んでみた。単純化の思考の
中で、色面と奔放なドローイングのせめぎあいで空間感を追求することを意図したものであ
る。種、赤、青、黄、緑などの彩度の高い色を基調にしている。今回の個展では『全体をカラ
フルな正方形、長方形、凹型などの桝目で構成し、落書きアートのような快活な響きを発して
いる。発色のいい色面に現われた形象は、日常の出来事の記号化だろうか。日記の心理的記述
を覗くようなおもしろさがある』（21ACT 71号 2000.10.15札幌時計台ギャラリー発行）と美
術評論家吉田豪介氏が評してくれた。
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